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研究成果の概要（和文）：中世・近世移行期、北関東における地域社会構造について、具体的に

はとくに武蔵国横見郡和名村内のかわた集団とその周辺の地域社会構造との関係を検討し、中

世末から近世半ばにかけての歴史的展開を跡づけた。また上野・下野の長吏とその集団・周辺

地域についても比較検討を進め、土地制度と村落、商人と流通・都市、百姓身分などの研究史

上の論点の再検討をも併行して行って、当該期の社会構造とその変容についての知見・理解を

深めた。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, I examined social structure in North Kanto region 

such as Musashi, Kozuke and Shimotuke in 16-17 century, especially the group of what 

they call ‘kawata’ in Wana, Musashi and its environs. Besides, I reviewed topics in the 

study of early modern Japanese history, such as land system and community, merchants 

and trade, and the social position(mibun) of ’hyakusho’. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 研究代表者は近江や信濃を中心に、中世末
から近世初期にかけての社会変動や地域社
会構造、交通や流通のあり方を検討してきた。
とくに豊臣政権の本拠地ともいえる近江な
ど畿内近国については、中世から近世への移
行期における土地制度と地域社会構造の変
化を、ある程度跡づけることができた。そこ
では安良城盛昭・佐々木潤之介・朝尾直弘・

水本邦彦らによる近世社会の基礎構造に関
する理解を克服することをめざし、かつ中世
史の側からの移行期理解（勝俣鎮夫・藤木久
志ら）にも批判を投げかけた（牧原成征『近
世の土地制度と在地社会』東京大学出版会、
2004 年）。 

一方、畿内近国以外の地域、たとえば東国
については、相当に異なった社会構造を想定
する必要があり、これまでに信濃をフィール
ドに検討をしたことがあるが、不十分なもの
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にとどまっていた。また一口に東国と言って
も地域性は多様であり、それぞれの地域に固
有の歴史過程と社会構造を、地域比較史的な
観点からていねいに検討する課題を残して
いた。 

 日本史研究の動向を広く見渡しても、戦国
期研究は活況を呈しているが、史料の制約の
ため民衆レベルの社会構造の検討は不十分
であり、この点では膨大な近世史料を十分か
つ有効に活用する必要がある。一方で、近世
史研究者の多くは戦国期研究の成果に学ぶ
姿勢が乏しく、17 世紀以前についての本格的
な検討を怠り気味であり、17 世紀の地域社会
研究は相対的に大きく立ち遅れている。これ
を克服して移行期の追求を進め、研究の断絶
を埋める作業は重要だと考えた。 

 

２．研究の目的 

 

以上をふまえて本研究では、具体的なフィ
ールドを北関東に定め、近江や信濃等との地
域比較史の観点を重視しながら、中世・近世
移行期の地域社会構造とその変容過程を検
討することとした。 

その際、いくつかの地方文書の史料群を具
体的にとりあげて、村落を中心とする地域社
会構造を個別事例に即して実証的に明らか
にすることを目指したが、その前提として戦
国期における地域的な領主制の特質、統一期
における政治過程、兵農分離や検地の特質な
どを十分検討することを心がけた。また、村
落だけでなく都市や流通の検討を並行して
行ない、様々な社会（身分）集団を総合的・
多面的に捉える視角を深め、地域社会の総合
的把握を目指すこととした。 

 

３．研究の方法 

 
 本研究の方法は以下の点に特徴を有する。 
 
 第一に、戦国期研究と近世中期以降の地域
社会研究とはともに大きく進展しているが、
相互に研究の成果を摂取しあうことが少な
く、史料の活用のうえでも断絶がある。本研
究では双方の研究成果に深く学ぶとともに、
中世史料・近世史料双方を十分に活用するこ
とを方法的な特徴としたい。 
 
 第二に、地域比較史の観点を重視すること
があげられる。戦国期の村落研究は、村の自
立性を強調するものの、地域性の差異をあま
り重視していない。一方で、近世史の側では
地域に根ざした成果が生み出されているが、
地域に内在するがゆえに逆に地域的特質に
無頓着にもなりがちである。とりわけ近世初
期を検討する場合には、地域比較史の観点を
導入することで、史料の乏しさを補う効果が

あると考える。申請者は近江・信濃という異
なる地域をフィールドに研究を進めてきた
ので、さらに北関東をフィールドに加えるこ
とで、研究に新たな進展をもたらすことが期
待できる。 
 
 第三に、村落史の方法をベースにしながら
も、都市や流通、様々な身分集団を総合的に
捉える視角を深めることである。これらは
別々の研究分野として専門的に担われるこ
とが多くなっているが、申請者は、会津の商
人司と商人仲間の再検討や、下野佐野の長吏
とその集団の分析をすでに進めており、総合
的・複合的に地域社会を捉える方法を深めた
い。 
 

４．研究成果 
 
(1) 本研究では、以上のような目的と方法
をふまえて、都市や流通、様々な身分集団に
よって成り立つ地域社会構造を実体的に捉
えるために、下野佐野の長吏とその集団（か
わた・えた身分の集団）を検討した成果を直
接の前提として、とくに長吏・かわた（えた）
身分の集団に注目して地域社会構造を分析
することを目指すことにした。 
 この観点から関東北部～中部の地域を見
渡すと、まず武蔵国横見郡和名村（現在の埼
玉県吉見町）内のかわた村（下和名）に残さ
れた「鈴木家文書」が注目される。同文書は
『埼玉県部落問題関係史料集 鈴木家文書』
全 5巻として埼玉県同和教育研究協議会から
1977～79 年に刊行され、それ以来、峯岸賢太
郎・塚田孝をはじめとして多くの研究が蓄積
され、えた・非人身分の組織や職場について
解明が進んでいる。とくに塚田孝はそれをふ
まえて、社会集団の「重層と複合」という観
点から近世社会をとらえる方法を提起した
のだが、ほかならぬ和名村のえた身分を地域
社会構造との関連で捉えようとする姿勢は
弱かった。この例に限らず、特定の地域社会
構造を、異種の社会集団の「複合」の観点か
ら分析した成果は、なお豊かとは言えないの
が現状である。 
 また、下野佐野における検討をふまえて和
名村周辺地域を見直すと、一見すると農村地
帯で、町場に近接しているわけでも戦国期に
有力な国衆や大名の本拠であったわけでも
なく、そもそも、なぜ和名村にかわた集団が
存在した、存在しえたのかは、重要な検討課
題となる。先行研究にはこうした視角はなく、
これを周辺の地域社会のありようのなかで
検討することとした。 
 そこで、「鈴木家文書」を読みなおすと同
時に、その隣村の久保田村に伝来した新井家
文書（埼玉県立文書館収蔵、最近になって目
録が刊行された）を利用して、つまりは百姓



 

 

の地方文書とえた小頭の文書群とを複合的
に利用することによって、上述の課題に迫ろ
うとした。 
その際、これまで研究代表者が取り組んで

きた土地制度史・村落史・流通史の方法や観
点を活かし、除地の歴史性を重視した点、村
請制の村と集落との区別を意識した点、えた
身分のテリトリー（職場）を関東における
「領」や割元・触元の問題と関連させて検討
した点、市場や商人集団という観点からかわ
た集団をとらえようとした点などで新しい
分析の視角を示すことができた。また、職場
絵図・村絵図・明治期迅速測図・洪水地形分
類図などを用いて歴史地理的な観点からの
分析を深めたことも成果である。 
 その結果として、和名村のかわた集団とそ
の周辺地域について、次のような点を明らか
にすることができた。 
① 下和名は、松山から鴻巣へ向かう街道と、
久保田村から御所村へ向かう道とが交差す
る交通の要衝にあった。南隣の久保田村には
宿があり市場も立てられた。北隣の御所村に
は、古くからの由緒をもち横見（吉見）郡中
全体を檀那とするような大寺院息障院と、多
くの参詣者を集める岩殿山吉見観音とがあ
った。下和名はそれらの中間に位置し、氾濫
原の低地にあって、ここに乞食・勧進層とし
ての性格を有するかわたが発生したのには、
一定の必然性があった。それらの環境は中世
末にはほぼ揃っており、かわた集団もそうし
た歴史的条件のもとで生成したといえる。 
② 近世になると、横見郡はほぼ全域が幕領
とされ、代官のもと「下吉見(領)」として一
体的に支配され、久保田村の新井家が割元に
登用された。この段階での下吉見領は自治的
な共同組織の性格をもつとは言えない。慶長
末年には検地が行われ、下和名のかわた集団
は零細な名請地のほか、屋敷を除地として認
められ、下吉見領内の行刑役を課されると同
時に諸役を免除され、その地位が公定された。
やがて代官と割元の主導で、下吉見領の平野
部を囲繞する大囲堤が築造され、その大半を
潤す用水路が整備された。 
③ 同じく近世になると、下和名などこの地
域のかわた集団は、幕府に仕える関八州えた
頭弾左衛門の支配下に組み込まれたが、その
後、各えた村は、周辺の村々を勧進と斃牛馬
取得のテリトリーとして確保しようとせめ
ぎあい（下吉見領の縁辺部分は結果的に近隣
のえた村のテリトリーに帰属した）、弾左衛
門役所がその職場所有を保障する秩序が 18
世紀には形成された。 
④ 下吉見領は、18 世紀になると旗本知行所
が次々と設定されて支配の枠組みとしての
役割は低下したが、郡中の主要部分（平野部）
を囲繞する堤、その多くを灌漑する用水路を
中核に、一体的な地域として自治的な性格を

強めた。下和名も「下吉見領のかわた」とし
ての性格や役割をもちつづけ、大囲堤や多く
の用水堰・溜池、息障院の番人等を、扶持を
受けて請け負った。一方で彼らは惣組として
草履の製造と久保田市での販売を行い、それ
を固有の職分として分業の一角を担った。近
世後期に当該地域で農村荒廃が進行するな
かでも、小頭甚右衛門家を中心にむしろ経済
的に発展して百姓身分と軋轢を生じてゆく
ことになる。 
 以上のような武蔵下和名と下吉見領のあ
りようを、朝尾直弘や横田冬彦が検討した畿
内近国の例と引き比べてみると、惣村・郡中
惣の発達、所有・権利関係・分業の成熟度、
ケガレ観念の濃淡など、その相違は顕著であ
る。こうした地域比較を今後の課題として挙
げることができる。 
 
(2) 北関東では、足利領山下村・館林領成
島村・新田領村田村に、かつて検討した佐野
の長吏小頭太郎兵衛と同等の有力な長吏小
頭が存在した。これらについては史料が必ず
しも豊富にあるわけではないが、佐野との比
較を念頭に、先行研究に学びながら検討を進
めた。 
 『下野国半右衛門文書』などを検討した結
果、これら三家には密接な関係があることが
明らかであるが、それは戦国期における領主
長尾氏・由良氏による足利領・館林領・新田
領支配と深い関わりがあり、それを主張する
三家の由緒には事実を反映した部分がある
といえる。 
 一方で、これらの職場の構造、組下と家来
のあり方、除地のあり方などをみると、佐野
や結城・小山の例を含めて、かなりの偏差が
あり、地域社会構造と中近世移行期における
領主の変動に規定された、長吏家の求心性と
かわた集団の自律性という観点から、類型
的・段階的に理解できると考えられる。 
 これらの点については、なお関連史料の調
査をする余地が残されており、そのうえで成
果を発表する予定である。 
 
(3) 以上のような北関東における地域社会
構造の分析と並行して、３つの方向へ研究を
深めた。一つは、土地制度と村落という観点
から地域比較史的な検討を進めたことであ
る。 
① 具体的には、まず中世・近世移行期にお
ける近江（滋賀県）の土地制度と地域社会構
造について、これまでの自身の研究成果を再
検討しつつ新たな史料の分析を加え、総括的
に論じた。そこでは、一定地域内における土
地制度・社会構造の実態と、個別の地域をこ
えた動き・地域間交流の進展が、新しい土地
制度・社会構造を生み出す過程を跡づけ、異
なる地域を分析する際にも参照しうる研究



 

 

の方法・視座を追及した。 

② 「大山喬平氏の中世社会論に学ぶ」とい
うワークショップでコメントを求められた
機会に、近江・信州に北関東の例を加えて、
地域比較史的に中世末における郷と村の実
態を検討し、それらを近世から遡って考える
方法について考察した。また「「近世化」論
と日本」というシンポジウムで報告を求めら
れた機会に、東アジア史の小農社会論をどう
受け止めるべきかを考え、日本近世史の小農
自立論や百姓成立論のもつ問題点を検討・指
摘した。 

③ 信濃伊那郡虎岩村における中世・近世移
行期の土地制度と村落構成、村請制の成立に
ついて実証的に再検討を行い、先行研究にお
ける理解を改めた。利用した平沢文書は当該
期、東国の地方文書の白眉といえるもので、
同村の土地制度・村落構成・村請制に関する
評価を改めたことは、東国の土地制度と村落
に関する理解をかなりの程度、修正すること
につながると思われる。 

 

(4) 二つめとして、商人と流通に関する研
究史上の論点を整理し、史料解釈に即して再
検討した。江戸・仙台・会津若松・飯田など
東国における城下町とそこを中心とする流
通構造を比較史的に検討する方法や意義に
ついて提言した。 
 
(5) 三つめの方向として、百姓身分論につ
いて再検討を行った。とくに国家が課す国役
や陣夫役の体系によって百姓身分が定めら
れたというかつての学説について、確固たる
根拠がないことを指摘し、そうした議論の見
直しをあらためて提起した。 
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